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●実験目的 

現場機器とインターネットを介し、RS232C－Ethernet コンバータ（以降、Ethernet コンバータと呼ぶ）をONET 

RS232C 変換器NetGW-1と接続して、パソコンにインストールしたONETサポータで事務所からデータ回収したりセ

ットアップしたりすることを目的とした実験です｡ 

Ethernetコンバータには、Ethernet Modem Modeをサポートした製品があります（以降、Ethernetモデムと呼ぶ）。

Ethernetモデムを使用すると電話回線の代わりにインターネット網を使用して接続でき、インターネットの定額・

高速なインフラを使用することができます。 

実験に使用した製品（Ethernetコンバータ）の参考リンクは以下です。 
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実験 

ONETサポータ」→「Ethernetモデム」→「社内LAN」→「Ethernetモデム」→「ONET RS232C変換器」の順に

してONETサポータを使用してONET機器を正常にコントロールできることを確認しました。 

 

定手順 

① パソコン側・ONET側のEthernetコンバータをEthernet Modem Modeに設定します。 

（EthernetコンバータをEthernetモデムとして使用できる様にします。） 

② パソコン側・ONET側のEthernetモデムにIPアドレス・サブネットマスクを割り当てます。 

③ ONET側で使用するポート番号を８０（World Wide Web HTTP）にします｡80番以外でもサーバーの環境によっ

ては動作します｡詳細はWEB管理者にお問合せください｡ 

④ パソコンにEthernetモデムを接続し、Windowsがモデムとして認識する様に設定します。 

（標準のモデムとして登録します。） 

⑤ ONET側のEthernetモデムの設定を行います。「端末速度」「着信待ち」「ER信号常時ON」 

（設定はATコマンドで行います。） 

⑥ ONET RS232C変換器NetGW-1の設定を行います。「通信速度」「CTS/RTS：ON」 

注意）Ethernetコンバータの詳細設定方法は取扱説明書をお読みください。 
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意）ONET側EthernetモデムのIPアドレスは固定にしてください。 

パソコンからONETに電話をかける場合、電話番号の代わりにIPアドレスを入力します。 

RS232C⇔Ethernet コンバータを仮想COM ポートを使用するモードでも実験を行いましたが以下の問題で動作し

せんでした｡（Ethernetモデムを使用する場合は、Ethernetコンバータが２台必要ですが、仮想COMポートを使用すると、Ethernet

ンバータ１台でも動作します。これはパソコン側のEthernet コンバータの代わりを、Windows の仮想COM ポートのソフトが行うた

です） 

 インターネットゲートウエイを指定できず、同一ネットワーク内の隣接装置間しか動作しませんでした｡ 

 ONET RS232C変換器がスリープモード時は変換器のDTRがOFFとなっている為、通信開始できない状態となり

ます。この問題はRS232C変換器NetGW-1のプログラムをVer1.4（XX）にバージョンアップすることで解消で

きます｡ 

また、Ethernet変換器ではDSR（RS232C変換器のDTR）がONの時しか通信できないようです。（Ethernetモ

デムモードではDSRを無視する設定ができます。） 

 ONETサポータが仮想COMポートで動作するような仕様になっていませんでした。 

結果として、②③の問題は弊社側で対応可能ですし、他社メーカーで①の問題をクリアできる製品があれば仮想

OMポートを使用した通信も可能となります｡
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